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は  

り

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
寿
命
は
大

河
ド
ラ
マ
の
戦
国
時
代
の
頃
の

倍
と
な
っ
た
。
近
年
の
日
本
列

島
は
、
毎
年
の
様
に
１
０
０
年

に
一
度
く
ら
い
の
激
烈
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、

過
去
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
人
々
が
２
度
経

験
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
諸
外
国
の
災
害
を
自
国
の

事
と
し
て
捉
え
教
訓
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
地
震
は
、

近
代
史
上
世
界
で
４
番
目
の
大

地
震
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
１
ヵ

月
前
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
地
震
で
日
本
人
留
学
生
が
多

数
犠
牲
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
７
年
前
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
で
は
津
波
で
約
20
万
人
が
命

を
落
と
し
て
い
る
。
中
国
は
16

年
前
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
か
ら
教
訓
を

得
ず
、
ま
た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
肺
炎
が
拡
散
し
た
。

「
歴
史
は
繰
り
返
す
」「
天
災
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
の
は
本
当
だ
。

　

首
都
圏
直
下
型
地
震
等
の

予
測
や
前
兆
現
象
に
関
し
て
、

１
９
７
８
年
の
宮
城
県
沖
地
震

と
２
０
０
８
年
の
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
の
地
震
雲
を
実
際
に

目
撃
し
た
者
と
し
て
は
、
全
国

の
主
要
都
市
の
空
を
観
測
衛
星

と
は
別
に
昼
夜
24
時
間
体
制
で

録
画
・
観
察
す
る
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
こ
と
が
安
価
で
実
効

性
の
あ
る
方
策
だ
と
考
え
る
。

と
言
う
の
は
、
以
前
の
ピ
ロ
リ

菌
と
胃
癌
や
小
児
の
Ｉ
Ｔ
Ｐ
と

の
関
連
の
ご
と
く
、
初
め
は
全

く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に

最
初
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る

も
の
は
無
い
の
だ
か
ら
。  （
Ｓ
）

・マスク等県に要請 （１面）
・異業種交流会 （１面）
・無料求人広告への対処法 （２面）
・“受診”から取り残される
　子どもたち （２・３面）
・社保だより （４面）

　
３
月
５
日
と
21
日
、
当
会

は
岩
手
県
知
事
宛
て
に
「
医

療
機
関
へ
の
マ
ス
ク
等
の
供

給
に
関
す
る
緊
急
要
請
書
」

を
送
付
し
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
、
県
は
備
蓄
し

て
い
る
マ
ス
ク
を
医
療
機
関

に
提
供
す
る
方
針
を
固
め
ま

し
た
。
県
は
厚
生
労
働
省
提

供
の
マ
ス
ク
４
万
枚
を
３
月

18
日
か
ら
各
週
１
万
枚
ず
つ

岩
手
医
大
に
、
県
と
市
町
村

の
在
庫
分
４
万
６
１
５
０
枚

の
う
ち
２
万
３
千
枚
を
県
医

師
会
経
由
で
県
内
医
療
機
関

に
順
次
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
１
日
㈰
、
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
の
対
い

鶴
で
「
女
性
医
師
・
歯
科
医

師
・
弁
護
士
異
業
種
交
流
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
で
は
、
医
院
経
営

や
勤
務
実
態
の
他
、
女
性
が

抱
え
る
諸
問
題
を
共
有
し
た

り
、
繋
が
り
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
医
師
歯
科

医
師
以
外
の
有
資
格
者
と
の

交
流
を
深
め
る
べ
く
、
今
回

は
県
内
の
女
性
弁
護
士
に
も

働
き
か
け
を
行
い
、
参
加
者

は
12
名
で
、
弁
護
士
は
２
名

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
小
野
寺
け
い
子
部

長
か
ら
、
女
性
部
で
は
定
期

的
に
医
師
歯
科
医
師
の
交
流

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
働

く
女
性
が
抱
え
る
悩
み
に
つ

い
て
は
他
の
業
種
の
方
々
も

共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
、
今
回
、
弁
護
士
の
先
生

方
に
も
お
声
が
け
し
て
交
流

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
加

者
が
、
現
在
の
勤
務
状
況
や

過
去
の
経
歴
、
家
庭
の
状
況
、

趣
味
な
ど
を
自
己
紹
介
と
い

う
形
で
発
言
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

席
で
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
弁
護
士
の
お

話
の
中
か
ら
は
、
岩
手
の
女

性
弁
護
士
が
抱
え
る
問
題
と

し
て
、
岩
手
県
は
全
国
的
に

弁
護
士
数
が
少
な
い
が
、
さ

ら
に
女
性
弁
護
士
の
比
率
は

最
低
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
県
内

　

ま
た
、
国
省
庁
備
蓄
分

４
万
１
１
０
０
枚
の
う
ち
、

約
３
万
４
千
枚
を
感
染
症
指

定
医
療
機
関
等
に
順
次
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
３
月
23
日
以
降
は
、
国
で

一
括
購
入
し
た
マ
ス
ク
約

20
万
枚
に
つ
い
て
、
配
布
先
、

配
分
数
量
等
調
整
中
で
す

（
３
月
18
日
時
点
）。

　
当
会
は
同
日
、
内
閣
総
理

大
臣
と
厚
生
労
働
大
臣
宛
て

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

対
応
に
伴
う
診
療
報
酬
改
定

と
金
パ
ラ
に
関
す
る
緊
急
要

請
書
も
送
付
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
等
を
県
に
緊
急
要
請

女性医師・歯科医師・弁護士異業種交流会参加者

女
性
が
抱
え
る
諸
問
題
を
共
有

女
性
弁
護
士
と
交
流

で
も
10
名
く
ら
い
し
か
い
な

い
。
そ
の
一
方
で
、
岩
手
県

の
女
性
へ
の
Ｄ
Ｖ
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等
の
問
題
は
多
く
、

相
談
を
受
け
た
男
性
弁
護
士

の
対
応
に
も
問
題
が
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
女
性
弁
護
士
の

存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
の
対
応
し
き
れ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
弁
護

士
へ
の
相
談
と
い
う
の
は
敷

居
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る

の
か
、
切
羽
つ
ま
っ
た
状
況

で
の
相
談
と
な
る
場
合
が
あ

る
。
震
災
特
例
で
３
・
11
の

際
に
岩
手
県
に
在
住
し
て
い

た
人
に
は
３
回
ま
で
無
料
相

談
で
き
る
制
度
な
ど
も
あ
る

し
、
早
め
に
相
談
し
て
も
ら

え
れ
ば
解
決
で
き
る
こ
と
も

多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

要
請
項
目

１
、
日
常
診
療
に
お
い
て
、
院

内
感
染
対
策
が
滞
り
な
く
行

え
る
よ
う
、
岩
手
県
で
備
蓄

し
て
い
る
災
害
時
用
等
の
マ

ス
ク
を
県
下
の
医
療
機
関
に

供
給
し
、
ま
た
、
県
下
の
各

自
治
体
に
対
し
、
備
蓄
し
て

い
る
マ
ス
ク
を
医
療
機
関
に

供
給
す
る
よ
う
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。

２
、
医
療
機
関
で
使
用
す
る
消

毒
薬
に
関
し
て
も
、
不
足
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要

な
対
処
を
行
っ
て
下
さ
い
。

３
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
予
防
に
関
す
る
正
確
な
情

報
を
県
民
に
伝
え
、マ
ス
ク
、

消
毒
薬
の
過
度
な
多
用
や
転

売
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
応
召
義

務
が
あ
る
医
師
歯
科
医
師
と

依
頼
を
断
る
こ
と
の
で
き
る

弁
護
士
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

や
資
格
の
違
い
、
患
者
や
依

頼
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
、
子
育
て

の
環
境
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応

に
つ
い
て
な
ど
、
交
流
は
続

き
、
終
了
後
に
連
絡
先
の
交

換
を
す
る
姿
な
ど
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
、
初
め

て
参
加
す
る
と
い
う
会
員
も

複
数
お
り
、
弁
護
士
も
若
手

で
、
活
動
の
裾
野
の
広
が
り

を
感
じ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
他
業
種
の

方
と
も
交
流
で
き
る
企
画
を

行
う
予
定
で
す
。（
参
加
し
た

先
生
の
感
想
は
４
面
に
掲
載
）

　2月に会員の先生方にお願いしました標記の緊急署名に 105 名の先生
方からご協力いただきました。誠にありがとうございました。署名を届け
た結果、前回より引き上げとなりましたが、下記のように依然として逆ザ
ヤの解消には至っておりません。
　引き続き署名は受け付けております
ので、多くの先生のご協力お待ちして
おります。

　3 月 5日、2020 年度の診療報酬改定および基準材料価格改定等が告示
されました。金パラ（歯科鋳造用金銀パラジウム合金（金 12％以上、JIS
適合品））の告示価格は１グラム 2083 円、30 グラム換算６万 2490 円
となりました。

　今回の改定で、従前の告示価格の１グラム 1675 円、30 グラム換算
５万 250 円よりも引き上げとなりましたが、大幅な価格高騰に対応でき
ていません。グラフのように昨年 10月改定時より逆ザヤ幅が拡大したま
まです（2019 年 10 月時の逆ザヤ幅１万 3726 円、2020 年 4月の逆ザ
ヤ幅２万 7760円＝※）。

※2020年4月の購入価格を2020年3月の平均値で仮に表示しました。現在のパラ
ジウムの高騰の流れが続けば、当然、逆ザヤ幅もさらに拡大します。

金パラ告示価格2,083円
（30グラム換算6万2,490円）

「逆ザヤ」解消にならず

「金パラ『逆ザヤ』の即時解消を
求める要請署名」お礼
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字
で
「
無
料
期
間
が
経
過
す

る
○
日
前
ま
で
に
書
面
で
解

約
し
な
い
限
り
自
動
更
新
さ

れ
、
有
料
の
契
約
に
移
行
す

る
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

業
者
は
「
解
約
さ
れ
ず
に
自

動
更
新
と
な
り
有
料
の
契
約

と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
料

金
を
払
え
」
と
請
求
し
て
く

る
わ
け
で
す
。

　
勧
誘
す
る
と
き
は
自
動
更

新
や
有
料
広
告
に
移
行
す
る

こ
と
の
説
明
も
せ
ず
に
無
料

で
あ
る
と
思
い
こ
ま
せ
て
お

い
て
、
そ
の
後
に
な
っ
て
契

約
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
広

告
料
を
払
え
と
言
わ
れ
て
も

納
得
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
無
料
で

の
勧
誘
は
、
自
社
の
サ
ー
ビ

ス
に
自
信
が
あ
る
業
者
が
顧

客
に
試
し
て
も
ら
い
、
そ
の

後
改
め
て
正
式
な
契
約
を
提

案
す
る
の
が
本
来
の
や
り
方

で
す
。
そ
う
せ
ず
に
、
無
料

と
誤
信
さ
せ
て
お
い
て
後
に

な
っ
て
自
動
更
新
し
て
い
る

か
ら
料
金
を
払
え
と
い
う
の

は
詐
欺
商
法
の
疑
い
が
強
い

と
い
え
ま
す
。
法
律
上
も
錯

誤
（
民
法
95
条
）
や
詐
欺
（
民

法
96
条
）
を
理
由
と
し
て
契

約
の
無
効
や
取
消
を
主
張
す

る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
無
料
の
広
告
に
は
裏
が
あ

る
と
考
え
、
安
易
に
申
込
を

し
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
し
こ
う
し
た
勧
誘
に
応
じ

て
し
ま
い
広
告
料
を
請
求
さ

れ
た
場
合
は
、
絶
対
に
支
払

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一

旦
支
払
い
を
し
て
し
ま
う

と
、
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
す
。
請
求
を
受
け

た
ら
、
支
払
を
せ
ず
に
、
ま

ず
弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
て

下
さ
い
。

※
２
０
２
０
年
２
月
５
日
号

掲
載
「〝
無
料
〞
求
人
広

告
に
注
意
」

＊　
＊　
＊

　

別
掲
の
よ
う
に
※
、
無

料
求
人
広
告
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
電
話

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
「
○
日
間

は
無
料
の
求
人
広
告
を
掲
載

し
ま
す
」
と
勧
誘
し
、
無
料

だ
と
思
っ
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

契
約
書
や
確
認
書
を
取
り
交

わ
す
と
、
無
料
期
間
が
経
過

し
た
後
に
な
っ
て
突
然
請
求

書
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
く
る

と
い
う
も
の
で
す
。「
無
料

だ
っ
た
は
ず
」
と
思
っ
て
取

り
交
わ
し
た
確
認
書
や
契
約

書
を
見
て
み
る
と
、
小
さ
な

無
料
求
人
広
告
へ
の
対
処
法

“受診”から取り残される子どもたち　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　「全国学校健診後治療調査」より

　
も
り
お
か
法
律
事
務
所

　
弁
護
士
　
佐
々
木
　
良
博

　
２
月
16
日
㈰
、
仙
台
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
で
第
１
３
１
回

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
南

部
会
長
、
小
山
田
、
黒
田
各

副
会
長
、
坂
本
、
米
持
各
常

任
理
事
が
参
加
、
他
東
北
各

協
会
よ
り
計
26
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
井
上
理
事
長
（
宮

城
）
よ
り
、
取
り
組
む
課
題

が
多
々
あ
る
中
、
本
日
の
会

議
で
東
北
６
協
会
が
連
帯
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

新
た
に
保
団
連
理
事
と
な
っ

た
横
堀
育
子
先
生
（
宮
城
）

か
ら
も
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　
午
前
中
は
、
中
島
保
団
連

理
事
（
山
形
）
よ
り
、
先
月

開
催
し
た
保
団
連
大
会
の
報

告
及
び
医
療
情
勢
や
当
面
の

医
療
運
動
課
題
に
対
す
る
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
討
論
と
し
て
は
、
大

会
で
否
決
さ
れ
た
女
性
役

員
確
保
に
関
す
る
話
題
か

ら
、
保
団
連
で
女
性
理
事
を

増
や
す
に
は
、
各
協
会
で
女

性
役
員
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
だ
と
し
て
、
各
協
会
の
現

状
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
横
堀

理
事
か
ら
、
東
北
で
の
女
性

部
交
流
会
の
提
起
も
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
カ
ジ
ノ
・

Ｉ
Ｒ
法
案
へ
の
対
応
の
疑
問

や
、
追
求
型
で
は
な
く
提
案

型
の
方
針
を
提
起
す
る
よ
う

意
見
が
参
加
者
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
午
後
は
、
緊
急
会
員
署
名

が
提
起
さ
れ
て
い
る
金
パ
ラ

東
北
６
県
の
協
会
が
交
流

共
通
の
医
療
問
題
に
つ
い
て
協
議

逆
ザ
ヤ
問
題
に
つ
い

て
討
議
し
ま
し
た
。

１
／
30
の
歯
科
国
会

要
請
の
参
加
者
の
報

告
や
、
多
く
の
署
名

を
集
め
れ
ば
厚
労
省

を
動
か
せ
る
こ
と
を

確
認
し
た
一
方
、
当

面
の
打
開
策
と
し

て
、
保
団
連
と
し
て

代
替
材
料
の
提
起
や

情
報
提
供
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
は
ど
う

か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
協
会

の
前
回
以
降
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
意
見
交
流
を
行
い
ま
し

た
。 会議のようす

【 歯 科 】
　歯科健診を受けた子どもで要受診者のうち、小学校では 40.3％、中学
校では 71.8％が「未受診」でした。
　また、口腔崩壊（むし歯が 10本以上あったり、根っこしかない未処
置歯があるなど咀嚼が困難な状態）の子どもたちの有無については、「い
た」と回答した学校が小学校で 39.3％、中学校で 40.0％と、全国より
も高い割合となりました（全国では 28.9％）。
　小学校では、乳歯 10本中全て未処置で、永久歯 13本中 3本が未処
置のままの事例があり、保護者へ働きかけても受診につながらず、本人
も気にしている様子という報告もありました。
　全国的にも近年では、子どものむし歯保有率は急激に減少しており、
むし歯のない子どもたちも多い一方、極端にむし歯が多く、口腔崩壊を
起こしている子どもたちが存在しています。岩手では未受診の割合が全
国よりも高く、小中高と年齢が上がるにつれ、その割合も高くなってい
ます。

小学校（公・私）　　　　　　　歯科健診人数＝ 4,830 人

要受診者数＝ 1,498 人（31.0%）
未受診者数＝ 1,603 人（40.3%）

受診 59.7% 
未受診 40.3% 

中学校（公・私）　　　　　　　歯科健診人数＝ 1,650 人

要受診者数＝ 570人（34.5%）
未受診者数＝ 409人（71.8%）

受診 28.2% 
未受診 71.8% 

【 未受診の理由 】
　調査の中で未受診の理由を養護教諭に聞いたところ、全国的に一番多
かったのは「健康への理解不足」でしたが、「共働き」、「ひとり親家庭」、
「経済的困難」など家庭環境を未受診の要因とする回答が多く挙げられま
した（岩手でも同様の傾向）。
　“未受診 ”の子どもたちは、必ず家庭に何らかの問題を抱えていること
は明らかで、こうした子どもたちへの対応は家庭任せにせず、教育現場
や地方自治体が連携し、実態を把握し、国・自治体の責任で解決するこ
とが求められます。
　地方では受診できる医療機関が近くにないという意見があり、岩手で
も同様の意見がありました。
　最後の自由意見欄では「（子ども医療費が）無料であることで、受診勧
告はしやすい状況なので、高校生までの医療費無料は重要と考える」（福
島県・公立高校）、「（今回の調査で）子どもの貧困対策としての必要な医
療の提供体制確保のために子どもの医療費助成の拡充が重要との考えが
あることを知りました」（和歌山県・公立小学校）など、医療費助成が子
どもたちの受診に大きな影響を与えていることがわかります。
　今回の調査では、未受診であるがゆえに医療機関ではうかがえない事
例が全国の学校現場から寄せられ、画期的な意義がありました。新年度
が始まり、学校健診の時期となります。校医の先生方は限られた時間の
中で多くの児童・生徒をみなければなりませんが、県内でも受診できな
い子どもたちがいること、そうした児童・生徒や保護者の意識を変える
ためにはどうしたら良いか、お知恵をお貸しいただければ幸いです。
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約
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
広

告
料
を
払
え
と
言
わ
れ
て
も

納
得
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
無
料
で

の
勧
誘
は
、
自
社
の
サ
ー
ビ

ス
に
自
信
が
あ
る
業
者
が
顧

客
に
試
し
て
も
ら
い
、
そ
の

後
改
め
て
正
式
な
契
約
を
提

案
す
る
の
が
本
来
の
や
り
方

で
す
。
そ
う
せ
ず
に
、
無
料

と
誤
信
さ
せ
て
お
い
て
後
に

な
っ
て
自
動
更
新
し
て
い
る

か
ら
料
金
を
払
え
と
い
う
の

は
詐
欺
商
法
の
疑
い
が
強
い

と
い
え
ま
す
。
法
律
上
も
錯

誤
（
民
法
95
条
）
や
詐
欺
（
民

法
96
条
）
を
理
由
と
し
て
契

約
の
無
効
や
取
消
を
主
張
す

る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
無
料
の
広
告
に
は
裏
が
あ

る
と
考
え
、
安
易
に
申
込
を

し
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
し
こ
う
し
た
勧
誘
に
応
じ

て
し
ま
い
広
告
料
を
請
求
さ

れ
た
場
合
は
、
絶
対
に
支
払

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一

旦
支
払
い
を
し
て
し
ま
う

と
、
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
す
。
請
求
を
受
け

た
ら
、
支
払
を
せ
ず
に
、
ま

ず
弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
て

下
さ
い
。

※
２
０
２
０
年
２
月
５
日
号

掲
載
「〝
無
料
〞
求
人
広

告
に
注
意
」

＊　
＊　
＊

“受診”から取り残される子どもたち　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

【 耳鼻科 】
　耳鼻科健診（聴力検査除く）を受けた子どものうち要受診と診断され
たにも関わらず、未受診だった子どもの割合は小学校で 42.5％、中学校
で 64.9％でした。
　中学生の有所見者のほとんどがアレルギー性鼻炎のため、経過観察し
ている生徒が多いこともありますが、耳垢塞栓と 2年連続所見があって
も、聴力検査は正常であることから受診に至らないのではという意見も
ありました。小学校では難聴の疑いがあり保護者に受診を勧めても「忙
しい」と未受診のままという事例もあります。

小学校（公・私）　　　　　　耳鼻科健診人数＝ 3,748 人

要受診者数＝ 1,151 人（30.7%）
未受診者数＝ 1,489 人（42.5%）

受診 57.5% 
未受診 42.5% 

中学校（公・私）　　　　　　耳鼻科健診人数＝ 1,324 人

要受診者数＝ 268人（20.2%）
未受診者数＝ 174人（64.9%）

受診 35.1% 
未受診 64.9% 

【 各科関連 】
　内科健診を受けた子どものうち要受診と診断されたにも関わらず、未
受診だった子どもの割合は小学校で 54.3％、中学校で 67.9％でした。
　小学校では肥満度 40％以上の児童は受診するよう勧めているが、肥満
は病気ではないとの意識があり、受診の必要性を感じていない親が多く
いるという声がありました。また肥満度 30％以上の児童を対象に、食事
調査、運動、血液検査などの取り組みを市でしているが、保護者から断
られたという事例もありました。
　中学校では脊柱側弯健診で要受診と判定された生徒が数回に渡る受診
勧告にも応じないという事例もありました。高校になると、部活動・受
験勉強で忙しく、受診の時間がないことや経済的理由に加え、保護者の
意識も変わってきたと思うという声もありました。

小学校（公・私）　　　　　　　内科健診人数＝ 4,823 人

要受診者数＝ 267人（5.5%）
未受診者数＝ 145人（54.3%）

受診 45.7% 
未受診 54.3% 

中学校（公・私）　　　　　　　内科健診人数＝ 1,652 人

要受診者数＝ 78人（4.7%）
未受診者数＝ 53人（67.9%）

受診 32.1% 
未受診 67.9% 

■「要受診」なのに “受診できない ”子どもたちがいる
　全国の学校で行われている学校健診ですが、受診が必要と診断された
にも関わらず、受診できない子どもたちがいることが 2019 年の保団連
の調査で明らかとなりました。
　全国の調査結果は昨年 10月の大阪での医療研究フォーラムで発表さ
れましたが、岩手県の小中高からもご回答いただきましたので小学校と
中学校について抜粋してお知らせいたします（高校は中学校と同傾向で
した）。

【 眼 科 】
　眼科健診（視力検査除く）を受けた子どものうち、要受診と診断され
たにも関わらず、未受診だった子どもの割合は小学校で 52.7％、中学校
で 66.4％と半数以上が未受診でした。
　視力検査の場合、小学校で 43.0％、中学校で 57.5％でした。
　眼科健診では、小学校ではアレルギー性結膜炎等の子は受診している
ようですが、中学校では有所見者はほとんどがアレルギー性結膜炎で、
症状が強くなったら受診と指導しているため、経過観察している生徒が
多いことも、未受診が多くなっている理由のひとつと考えられます。
　黒板の字がよく見えない生徒や、眼鏡やコンタクトをしていても視力
が合っておらず、座席配慮に苦慮する学校もあります。全国的にも「字
が見えず集中できない」など学習意欲に関わる事例が報告されています。
　保護者がインターネットでコンタクトを購入しており、眼科に通院し
ていない場合、保護者への対応が難しいという声もありました。
　医療費が助成される制度はあっても、いったん自己負担しなければな
らないためか、それが困難で受診しなかったり、受診しても眼鏡は自己
負担のため厳しい家庭もあるかもしれないという指摘もありました。
　また、眼科が近くにないという意見もありました。

小学校（公・私）　　　　　　　眼科健診人数＝ 4,795 人

要受診者数＝ 328人（6.8%）
未受診者数＝ 173人（52.7%）

受診 47.3% 
未受診 52.7% 

小学校（公・私）　　　　　　　視力検査人数＝ 4,844 人

要受診者数＝ 1,782 人（36.8%）
未受診者数＝ 1,767 人（43.0%）

受診 75.0% 
未受診 43.0% 

中学校（公・私）　　　　　　　眼科健診人数＝ 1,661 人

要受診者数＝ 107人（6.4%）
未受診者数＝ 71 人（66.4%）

受診 33.6% 
未受診 66.4% 

中学校（公・私）　　　　　　　視力検査人数＝ 1,674 人

要受診者数＝ 694人（41.5%）
未受診者数＝ 399人（57.5%）

受診 42.5% 
未受診 57.5% 

■　月刊保団連　2020 年 2月号　№ 1311　論考「受診できない子どもたち　～全国学校健診後治療調査より」参照
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医
科施

設
入
所
者
へ
の
医
療

Q　

当
院
併
設
の
介
護
老

人
保
健
施
設
（
老
健
）
の

入
所
者
に
対
し
て
、
処
置

の
経
鼻
栄
養
・
薬
剤
投
与

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

用
チ
ュ
ー
ブ
挿
入
術
は
算

定
可
能
か
。

A　

点
数
表
の
「
算
定
で

き
な
い
処
置
」
に
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
算
定
可
能

で
す
。

Q　

特
養
の
嘱
託
医
を
し

て
い
る
が
、
入
所
者
に
対

し
て
在
宅
酸
素
療
法
指
導

管
理
料
及
び
在
宅
酸
素
療

法
材
料
加
算
は
算
定
可
能

か
。

A　

特
養
の
嘱
託
医
は
入

所
者
に
対
し
て
Ｃ
１
０
３

在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理

料
は
算
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
材
料
加
算
は
算
定
可

能
で
す
。

【
日
　
時
】

　
　
２
０
２
０
年

　
　
　
２
月
12
日
㈫

　
19
：
30
〜
21
：
20

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

12
名

１
、 

２
０
２
０
年
１
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
２

０
年
２
〜
３
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

月
次
会
計
報
告
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

３
、 

第
43
回
定
期
総
会
の
記

念
講
演
講
師
が
承
認
さ

れ
た

４
、 

会
員
に
対
し
て
、金
パ

ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
の
即
時

解
消
を
求
め
る
要
請
署

名
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た

５
、 

日
本
統
合
医
療
学
会
岩

手
支
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
後
援
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

２
月

ワタリガニのトマトクリーム
ソースパスタ

　
宮
古
市
街
か
ら
国
道
45
号

を
久
慈
方
面
へ
車
で
30
分
。

本
当
に
お
店
が
あ
る
の
か
不

安
に
な
り
な
が
ら
進
む
と
赤

い
屋
根
の
か
わ
い
い
お
店
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
は
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の

３
セ
ッ
ト
（
単
品
も
可
）。

Ａ
は
パ
ス
タ
か
ピ
ザ
に
ミ
ニ

サ
ラ
ダ
、ド
リ
ン
ク
。
Ｂ
は

Ａ
の
サ
ラ
ダ
な
し
、選
べ
る

自
家
製
デ
ザ
ー
ト
付
き
。
全

て
が
入
っ
て
い
る
Ｃ
（
１
９

２
５
円
）
を
注
文
。

　
パ
ス
タ
は
お
す
す
め
の
ワ

タ
リ
ガ
ニ
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー

ム
ソ
ー
ス
（
＋
１
５
０
円
）

を
チ
ョ
イ
ス
。
サ
ラ
ダ
は
新

鮮
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
美

味
。
ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
甲
羅
や

足
も
入
っ
て
い
る
パ
ス
タ
は

見
た
目
に
も
豪
華
。
身
は
箸

で
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ほ
の
か
に
ニ
ン
ニ
ク
の
香
る

パ
ス
タ
は
、カ
ニ
の
旨
味
た

っ
ぷ
り
で
海
の
幸
を
堪
能
で

き
ま
す
。

　
デ
ザ
ー
ト
は
テ
ィ
ラ
ミ
ス

を
注
文
。
ふ
わ
っ
と
し
て
と

ろ
け
る
食
感
と
コ
ー
ヒ
ー
シ

ロ
ッ
プ
を
含
ん
だ
土
台
の
ス

ポ
ン
ジ
が
絶
妙
。

　
「
漁
師
シ
ェ
フ
の
イ
タ
リ

ア
ン
」
と
い
う
こ
の
お
店
。

三
陸
の
幸
を
一
度
食
べ
に
行

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

264味処

和 La伊

宮古市田老

ワライ

う
か
。

宮
古
市
田
老

　
　  

字
向
新
田
２
３
０
―
４

℡
０
１
９
３
―
８
７
―
５
８
１
０

営
業
時
間
　

ラ
ン
チ
　
　
11
：
00
〜
15
：
00

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
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：
30
）

デ
ィ
ナ
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：
30
〜
23
：
00

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
20
：
30
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日
曜
日
の
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11
：
00
〜

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
17
：
00
）

定
休
日
　
木
曜

（
不
定
休
あ
り
、
祝
日
の
場
合

は
翌
金
曜
）

　「快適医院をつくるインテリア医学」
　　　　　                          水　口　真理子　
　　　　　　　　　　日本歯科新聞社発行　定価 8,000 円＋税

　当会で以前、ご講演いただいた著
者の新刊が昨年5月に発行されまし
た。医療施設専門のインテリアデザ
イナーである著者は患者さんが快適
と感じる色や照明、香り、椅子選び
のポイントや絵画、花やグリーンな
どの効果的な飾り方などを、見やす
くカラーで説明しています。
　新しく開業される先生や医院をリ

ニューア
ルされる
先生だけでなく、院内の整理整頓をしたい！
という先生にも第4章の「作業効率が上が
る収納・整理法」は参考になります。低コ
ストでのリフォーム事例も載っており、マ
ンネリ化した院内をちょっと変えたいとい
う方におすすめの本です。

書籍案内

入っててよかった休業保障

　当会では、会員の先生が病気やケガでお休みした
際の休業保障を取り扱っております。
　詳細は同封のパンフレットに掲載しておりますが、休業保障に加
入して給付を受けた先生の声をご紹介します。

　◆加入したきっかけ
　　協会からのチラシや新聞を見て　　　　　　　　　　　　

　◆受給してよかったと感じた点
　　・給付期間が最長 730日間　　　　・掛金が上がらない
　　・自宅療養にも給付される　　　　　・掛金が安い
　　・他の保険と重複して給付される　  ・75歳までの長期保障
　　・給付金が非課税

　◆給付を受けての感想
　　・思っていたよりも多額の給付金をいただいて助か
　　　りました。（歯科・開業医）
　　・確実に保障されるので安心です。（医科・勤務医）
　　・無収入になりましたので大変助かります。（医科・開業医）

現在、申込み受付中です。
　4/1 ～ 5/25（加入日 2020年 8月 1日）

専用パンフレットや申込希望の場合は協会事務局までご連絡お願いし
ます。（Tel　019 － 651 － 7341　Mail：iwakyou@doc-net.or.jp ま
たは協会ホームページ資料請求をご利用ください）

　　協会からのチラシや新聞を見て　　　　　　　　　　　　

入っててよかった休業保障入っててよかった休業保障

申込
受付中

　
１
面
関
連
記
事

異
業
種
交
流
会
感
想

　
　
　
　
加
藤　
　
　
幸

　
業
種
の
人
数
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
初
対
面
の
方
が
多
く
、

情
報
交
換
が
和
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
向
か
い
合
わ
せ
と
な
っ
た

弁
護
士
さ
ん
か
ら
は
、
岩
手

の
女
性
弁
護
士
は
10
人
し
か

い
な
い
こ
と
、
女
性
か
ら
の

相
談
は
少
な
く
、岩
手
の
（
女

性
の
）
県
民
性
と
し
て
、
我

慢
強
く
自
分
の
思
い
を
な
か

な
か
話
さ
な
い
た
め
歯
が
ゆ

い
と
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
私
の
外
来
で
も
、

多
く
の
女
性
が
プ
チ
Ｄ
Ｖ
・

ネ
グ
レ
ク
ト
・
モ
ラ
ハ
ラ
を

受
け
て
お
り
、
健
康
障
害
の

原
因
と
み
な
し
て
女
性
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
が
「
自

分
一
人
が
我
慢
す
れ
ば
…
」

と
相
談
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

個
室
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確

保
さ
れ
る
病
院
が
唯
一
の
感

情
の
吐
き
出
し
場
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歯

科
医
師
は
同
じ
く
初
対
面
の

方
が
多
く
、
診
療
の
苦
労
話

を
聞
け
ま
し
た
。
健
康
管
理

者
と
し
て
の
女
性
医
師
、
歯

科
医
師
の
大
き
な
存
在
価
値

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行

い
、
岩
手
の
女
性
の
幸
福
度

を
高
め
て
ゆ
き
た
い
と
、
気

持
ち
を
新
た
に
で
き
た
交
流

会
で
し
た
。

交
流
会
に
参
加
し
て

中
野　
裕
香
子

　
３
月
１
日
㈰
、
ホ
カ
ホ
カ

と
し
た
日
和
に
誘
わ
れ
る
よ

う
に
ひ
な
ま
つ
り
ラ
ン
チ
会

と
題
し
異
業
種
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
、
な
か
な
か
お
会
い

す
る
機
会
の
な
い
弁
護
士
の

先
生
の
お
話
し
に
よ
る
と
圧

倒
的
男
性
社
会
の
中
で
の
ご

活
躍
は
ご
苦
労
が
絶
え
な
い

は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
ま

た
、
女
性
医
院
な
ら
で
は
の

患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
と
の

交
流
、
健
康
の
秘
訣
等
、
業

種
は
違
え
ど
知
恵
と
誇
り
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ま
れ

る
女
性
医
師
、
歯
科
医
師
の

先
生
方
の
お
話
し
は
私
に

と
っ
て
今
後
仕
事
を
継
続
し

て
い
く
上
で
の
貴
重
な
ヒ
ン

ト
に
な
り
、
有
意
義
な
ひ
と

と
き
で
し
た
。

　
幾
つ
に
な
っ
て
も
雛
祭
り

は
特
別
で
懐
か
し
い
感
じ
が

す
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
雛
祭

り
も
神
様
に
畏
敬
の
念
を
示

す
行
事
の
ひ
と
つ
だ
そ
う
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
会
を
催

し
て
下
さ
っ
た
協
会
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
の
こ
と
。

世
間
で
は
と

か
く
華
や
か

に
取
り
上
げ

ら
れ
が
ち
な

女
性
弁
護
士

の
現
実
等
伺

え
た
こ
と

交流会のようす


